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（昭和60年２月１日現在）

51,716世帯（前月比23世帯増）

163,494人（前月比54人増）

世帯数

人　口
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　 （
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第693号

男　　81,35e人

女　　82,138人

59年度市政モニターアンケート調査結果

　
市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
「
市
政
へ
の
市
民
参
加
と
市
役
所
に
対
す
る
市
民
意
識
」
を

テ
ー
マ
に
、
二
百
人
の
市
政
モ
ニ
タ
ー
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
そ
の
結
果
、

約
八
割
の
人
が
、
市
政
に
何
ら
か
の
関
心
が
あ
る
と
答
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

半
数
以
上
の
人
が
、
市
民
の
声
が
実
際
の
市
政
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
答
え
ら
れ
た

一
方
で
、
行
政
の
Ｐ
・
Ｒ
不
足
の
た
め
住
民
に
は
結
果
し
か
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

い
と
の
厳
し
い
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

▲真剣に討議が進められる59年度市政モニターの集い

　
こ
の
調
査
は
、
市
政
の
一
層
の

充
実
を
図
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
日
ご
ろ
市
政
に
戸
兄
な
関
心

や
か
か
９
刄
痔
っ
て
お
β
れ
る

か
を
把
握
す
る
た
め
行
い
ま
し
た
。

　
対
象
は
、
選
挙
入
名
簿
の
中
か

ら
年
代
・
性
別
・
地
域
を
考
慮
し
た

上
で
無
作
為
に
抽
出
し
た
、
「
五
十

九
年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー
」
二
百
人

に
お
願
い
し
ま
し
た
。
回
答
者
は

百
六
十
一
人
、
回
収
率
は
八
〇
・

五
り
で
し
た
。

　
ま
す
「
市
政
に
対
し
て
関
心
が

あ
る
か
」
を
伺
い
ま
し
た
。
「
い

く
ら
か
関
心
が
あ
る
」
が
最
も
多

く
八
十
二
人
（
五
〇
・
九
り
）
、
「
た

い
へ
ん
関
心
が
あ
る
」
が
五
十
一

人
（
三
一
・
七
％
）
で
両
方
命
幻
せ

る
と
約
八
〇
％
の
人
が
関
心
が
あ

市政への関心度と居住年数人
4
0

3
5
　
3
0

る
と
回
答
。
さ
ら
に
居
住
年
数
二

十
一
年
以
上
の
人
で
は
、
三
十
二

人
中
二
十
人
が
「
た
い
へ
ん
関
心

が
あ
る
」
と
し
て
い
ホ
ヂ
。
ま
た
、

市
政
を
何
に
よ
っ
て
知
る
か
と
の

問
い
で
は
、
複
数
回
答
も
加
え
て

　
「
市
政
だ
よ
り
」
が
百
五
丈

　
（
九
三
・
八
と
で
ト
ッ
プ
、
続

い
て
「
新
聞
」
「
回
覧
で
」
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
声

”
市
政
に
反
映
”
が
5
6
％

　
次
に
、
市
で
は
市
民
参
加
の
市

政
を
進
め
て
き
て
い
濠
ｙ
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
戸
う
思
わ
れ
る
か
尋

ね
て
み
ま
し
た
。
「
良
い
こ
と
だ
」

と
の
回
答
は
百
二
十
四
人
（
七
七

％
）
で
、
「
全
て
が
良
い
と
は
言

え
な
い
」
「
必
要
な
い
」
が
二
十

六
人
（
一
六
・
二
％
）
お
ら
れ

ま
し
た
。
で
は
実
際
に
市
民
の
声

が
市
政
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思

.
ｆ
％
Ｓ
と
の
問
い
に
は
、
「
や
や
反
映

さ
れ
て
い
る
」
が
ト
″
プ
で
八
十

市民の声が市政に反映されていると思うか
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六
人
（
五
三
・
四
包
、
「
よ
く
反

映
さ
れ
て
い
る
」
の
五
人
（
三
・
一

％
）
支
Ｂ
せ
る
と
約
五
六
％
の

人
が
何
ら
か
の
形
刄
況
映
さ
れ
て

い
る
と
回
答
。
一
方
、
「
あ
ま
り

反
映
さ
れ
て
い
な
い
」
が
土
ハ
人

　
（
九
・
九
％
）
、
「
ま
っ
た
く
反
映

さ
れ
て
い
な
い
」
が
三
人
（
一
・

九
％
）
で
、
両
方
合
わ
せ
る
と
約

二
百
の
人
が
反
映
さ
れ
て
い
な

い
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と

答
え
た
人
に
、
具
体
的
に
ど
の
よ

.
c
＾
Ｗ
点
か
を
伺
い
ま
し
た
。
そ
の

内
容
は
、
「
行
政
を
執
行
す
る
上

で
の
Ｐ
・
Ｒ
不
足
の
た
め
住
民
に

は
結
果
し
か
分
か
ら
な
い
」
「
道

路
の
拡
幅
・
側
溝
の
整
備
」
「
下

水
道
の
整
備
」
「
保
育
料
や
定
員
、

通
学
路
整
備
に
つ
い
て
」
「
草
刈
り

や
自
然
環
境
保
護
」
な
ど
に
関
す

る
こ
と
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
回
の
調
査
結
果
を

＋
＜
m
考
に
し
て
、
ふ
磋
、
一
層

市
民
参
加
の
町
づ
ぐ
り
石
尨
め
て

い
き
た
い
と
考
凡
て
い
ま
ｙ
。

　第2回宇治川マラソン大会に総勢1,600人が出場
宇治川マラソン大会の交通規制図
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第
二
回
宇
治
川
了
フ
ソ
ン
大
会
は
、
二
月
二
十
四
日
剛
、

午
前
十
時
に
太
陽
が
丘
を
ス
タ
ー
ト
。
競
技
は
、
五
。
。
、

十
ｊ
、
二
十
。
・
の
三
部
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
す
。
今
大

会
で
は
、
市
民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
近
畿
地
方
や
遠
く

は
四
国
、
東
北
地
方
か
ら
前
回
を
三
百
人
余
り
も
上
回
る

総
勢
一
千
六
百
五
十
七
人
が
参
加
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
ご
声
援
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
。
六
十
三
年
京
都
国
体

に
向
け
て
、
盛
り
上
が
る
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
熱
に
こ
た
え

る
た
め
、
昨
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
当
日
の
交
通
規
制
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
距
離
別
の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
５
．
・
の
部
…
太
陽
が
丘
↓
市
役
所
前
↓
宇
治
橋
通
り

　
御
旅
所
付
近
折
り
返
し
↓
（
元
の
コ
ー
ス
を
戻
る
）

▼
1
0
j
の
部
…
太
陽
が
丘
↓
市
役
所
前
↓
宇
治
橋
通
り

　
↓
県
通
り
↓
平
等
院
南
門
前
↓
白
虹
橋
付
近
折
り
返

　
し
↓
平
等
院
南
門
前
↓
本
町
通
り
↓
御
旅
所
↓
市
役

　
所
前
↓
太
陽
が
丘

▼
2
0
。
・
の
部
・
：
太
陽
が
丘
↓
市
役
所
前
↓
宇
治
橋
通
り

　
↓
県
通
り
↓
平
等
院
南
門
前
↓
白
虹
橋
↓
宇
治
川
右

　
岸
↓
朝
霧
商
店
街
↓
府
道
北
上
↓
黄
槃
公
園
折
り
返

　
し
↓
府
道
南
下
↓
朝
霧
商
店
街
↓
宇
治
川
右
岸
↓
白

　
虹
橋
↓
平
等
院
南
門
前
↓
本
町
通
り
↓
御
旅
所
↓
市

　
役
所
前
↓
太
陽
が
丘

お
願
い

419

春
は
一
層
”
火
の
用
心
”

家
庭
で
防
火
チ
ェ
ッ
ク
を

　
消
防
本
部
で
は
、
来
た
る
二
月

二
十
八
日
か
ら
三
月
十
三
日
ま
で

　
「
。
あ
と
で
″
よ
り
。
い
ま
″
が

大
切
火
の
始
末
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
春
の
火
災
予
防
運
動
盈
辰
開
し

未
７
．
春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火

災
が
発
生
１
　
弔
す
い
季
節
。
火
災

予
防
運
動
は
こ
の
季
節
盈
剛
に
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
と

火
災
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
康
司

　
期
間
中
は
次
の
こ
と
を
重
点
目

標
と
し
康
７
．

　
剛
寝
た
き
り
老
人
な
ど
に
対
す

る
安
全
対
策
の
徹
底
。
？
ａ
家
庭
で

の
防
火
対
策
の
徹
底
。
倒
事
業
所

で
の
防
火
管
理
体
制
の
強
化
。
倒

危
険
物
、
高
圧
ガ
ス
な
ど
に
か
か

る
災
害
対
策
の
推
進
。
○
山
火
事

予
防
対
策
の
強
化
。
圓
車
両
火
災

予
防
対
策
の
強
化
。

　
こ
れ
ら
の
重
点
目
標
鷺
逞
成
す

る
た
め
、
一
般
家
庭
や
地
域
な
ど

か
肋
間
し
、
防
火
対
策
の
推
進
を

図
り
康
ｙ
。
ま
た
、
事
業
所
夕
対

象
と
し
て
避
難
訓
練
の
実
施
、
消

２月28 日～

　　３月13日

防
用
設
備
な
ど
の
点
検
・
報
告
と

従
業
員
へ
の
防
火
教
育
の
徹
底
、

防
火
管
理
体
制
の
強
化
を
指
導
し

ま
す
。

　
ご
箆
塵
ど
茨
の
七
項
目
の
防

火
チ
ェ
ッ
ク
を
実
践
Ｌ
差
し
ょ
う
。

○
寝
た
ば
こ
・
た
ば
こ
の
投
げ
捨

　
て
を
し
な
い
。

Ｏ
Ｈ
ａ
w
に
r
／
＾
チ
や
ラ
イ
タ
ー

　
で
遊
ば
せ
な
い
。

○
風
の
強
い
時
は
た
き
″
ハ
を
し
な

　
い
。

○
天
ぷ
兌
首
巻
揚
げ
る
時
は
そ

　
の
場
か
離
れ
な
い
。

○
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

　
夕
厩
か
な
い
。

○
風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

○
ス
ト
ー
ブ
に
燃
え
や
す
い
も
の

　
を
近
付
け
な
い
。

　
消
防
チ
ビ
ッ
子
広
場

　
チ
ピ
″
子
も
大
人
も
楽
し
み
な

が
ら
学
べ
る
催
し
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
：
３
月
３
日
面
。
午
前

1
0
時
～
正
午
（
函
大
中
止
）
▼
と

こ
ろ
・
・
・
宇
治
小
学
校
校
庭
（
五
ヶ

庄
三
番
割
2
7
）
▼
内
容
…
消
防
自

動
車
の
展
示
、
消
防
訓
練
、
防
火

映
画
の
上
映
、
ク
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ

ー
な
ぺ
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

「市政に関心がある」が8割

春の火災

予防運動

消
防
チ
ビ
ッ
子
広
場

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

行
政
広
報
の
大
切
さ
指
摘
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文化センターに移築保存

隼上り3号墳横穴式石室

２
月
末
完
成
公
開
へ

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五

十
九
年
九
月
に
黄
道
隼
上
り
三
一

の
「
隼
上
り
３
号
墳
」
か
ら
出
土

し
た
市
内
初
の
横
穴
式
石
室
戈

文
化
セ
ン
タ
ー
の
広
場
の
一
角
に

移
築
保
存
す
る
こ
と
に
し
、
こ
の

ほ
ど
復
元
作
業
に
着
手
。
今
月
末

に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　
移
築
す
る
場
所
は
、
歴
史
資
料

館
北
西
の
広
場
で
、
広
さ
は
九
十

平
方
μ
。
高
三
μ
の
ま
ん
じ
ゅ

う
形
に
土
を
盛
り
、
こ
の
中
に
出

土
し
た
大
小
約
三
百
個
の
石
恋
几

通
り
並
べ
て
復
元
し
、
歴
史
資
料

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
募
集

調
査
や
学
習
な
ど
に
取
り
組
み

　
市
で
は
、
昭
和
六
十
年
度
の

宏
吊
消
費
牛
活
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
柔
す
。

　
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
の
主
な

仕
事
は
、
物
価
や
計
量
な
ど
の

調
査
の
外
、
身
近
な
問
題
の
簡

単
な
研
究
や
工
場
な
ど
の
施
設

見
学
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き

李
ｙ
。

　
こ
の
ぶ
っ
に
、
消
費
生
活
モ

ニ
タ
ー
に
は
学
習
を
中
心
と
し

た
取
ｔ
組
み
（
月
一
回
程
度
）
に

参
加
し
て
い
た
だ
全
手
］
。
だ

れ
で
も
出
来
る
こ
と
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
Ｏ
ｔ
Ｓ
ｔ
ｔ
v
だ
さ
い
。

　
＜
募
集
要
領
〉

　
▼
応
募
資
格

・
：
市
内
在
住
の

2
0
～
6
0
歳
未
満

の
女
性
で
、
市

内
の
市
場
や
小

売
店
、
ス
ー
パ

ー
フ
ケ
ッ
ト

で
日
常
の
買
物

を
巨
接
す
る
人

　
（
た
だ
し
、
今

ま
で
に
公
的
機

関
の
消
費
牛
活

館
の
屋
外
展
示
と
し
、
歴
史
教
材

と
し
て
市
民
に
公
開
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
移
築
さ
れ
る
３
号
墳
は
、

京
滋
バ
イ
パ
ス
の
建
設
に
先
が
け

て
調
査
が
さ
れ
て
い
た
菟
道
隼
上

り
の
丘
陵
地
か
ら
出
土
し
た
古
墳

群
の
う
ち
の
一
基
で
、
直
径
十
二

μ
の
円
墳
。
石
室
は
、
玄
室
（
奥
行

き
三
・
二
べ
幅
一
・
五
肩
）
と
羨

　
（
せ
ん
）
道
（
奥
行
き
Ｉ
・
八
μ
、

幅
一
封
）
か
ら
な
り
、
羨
道
が
玄

　
囚
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
ａ

　
今
年
は
４
月
１
日
か
ら

　
固
定
資
産
課
民
履
の
縦
覧
が

四
月
一
日
か
ら
始
ま
り
未
了
。

　
前
年
中
に
所
有
権
の
移
転
、
地

目
恋
更
、
家
屋
の
新
増
築
な
ど
の

あ
っ
た
人
、
償
却
資
産
奎
臍
有
し

て
い
今
人
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、
代
理
縦

覧
な
ぞ
？
ハ
は
、
本
人
の
委
任
状

ま
た
は
承
諾
書
が
必
要
で
す
。

　
▼
期
間
・
・
・
４
月
１
日
間
～
2
0
日

出
、
受
付
時
間
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
（
土
・
日
曜
日
も

行
い
ま
ず
）
▼
場
所
・
：
市
９
屏
資

モ
ニ
タ
ー
や
、
こ
れ
に
類
す
る

も
の
の
経
験
が
な
い
人
）
▼
募

集
人
員
・
・
・
2
5
人
▼
謝
礼
・
・
・
年
額

七
千
円
▼
申
し
込
み
…
は
が
き

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
世
帯
主
の
氏
名
と
職
業
、

家
族
構
成
盈
明
記
し
、
３
月
９

▲工場で脱明を受ける消費生活モニ

　ター(59年５月、工場見学会)

室
よ
り
西
側
が
狭
く
な
っ
て
い
る

片
袖
横
穴
式
で
す
。

　
石
室
内
か
ら
は
高
坏
（
た
か
つ

き
）
、
壷
（
つ
ぼ
）
な
ど
須
恵
器
十

二
点
と
装
身
］
具
の
金
環
（
耳
飾
り
）

四
個
、
平
安
時
代
初
期
と
見
ら
れ

る
蔵
骨
器
な
芦
か
出
土
し
て
お
り
、

有
力
豪
族
の
墓
と
み
ｙ
れ
て
い
ま

す
。
石
室
の
移
築
保
存
は
、
竹
野

郡
網
野
町
の
岡
１
号
墳
、
城
陽
市

の
上
大
谷
古
細
赳
迅
な
ど
に
次

い
で
府
内
四
番
目
で
す
。

　
文
化
セ
ン
タ
ー
や
太
陽
が
丘
へ

お
越
し
の
と
き
、
ぜ
ひ
見
学
し
て

い
た
だ
き
、
私
た
ち
の
宇
治
の
歴

史
に
ふ
れ
て
ぐ
だ
さ
い
。

日
ま
で
に
商
工
観
光
課
（
〒
6
1
1

宇
治
琵
琶
照
豊
⑩
－
１
４
１
）

Ｃ
ｓ
電
話
で
も
受
け
付
け
毒
ｙ
。

　
不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
２
月
2
8
日
ま
で

　
家
庭
の
不
用
な
品
物
や
、
譲

っ
て
欲
し
い
品
物
な
ど
が
あ
れ

ば
、
電
話
次
た
は
は
が
き
で
不

用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
（
〒
6
1
1
宇

治
琵
琶
嗣
宇
治
市
役
所
商
工

観
光
課
消
費
牛
活
係
豊
⑩
1
1

4
1
）
へ
。

　
〈
譲
り
ま
す
〉
テ
ー
ブ
ル
、
べ

″
ド
、
た
ん
す
、
５
接
セ
″
ト
、

剣
道
具
、
室
内
美
容
自
転
車
、

ス
キ
ー
、
あ
ん
ま
機
、
か
や
、

編
み
機
、
犬
小
屋
、
自
動
車
用

お買い物のめやす

消費者物価20（2月分

）

　この公表価格は,2月初めに実施した消費生活モニ
ター店頭価格調査に基づくものです.(商工観光課)

品　名 規　　　格
平均

価格

価格状況
最高
m格

及底

(JS格封前月比 mi年比

灯　　油
isI店頭

,.3S　　％▲10.8 　　％▲7.1 　　円ｌ､550 　　円1,250

i8J配達 1.418▲11.6 ▲5.41.5501,290

ガソリン
レギュラー1 £現金

売り 129▲4.4▲11.e 145 125
ティッシュ

　ペーノ4－

400 枚入l柏

(クμフグ%・スコッチ() 151 0.7▲3.2 168 118

台所用
　　ラップ

サランラップ

30cmX 20m 214▲3.6▲1.8 238 168
アルミ

　　ホイル 25CI11X 8m 165▲0.6 ０ 185 108

シャンプー
液体ポリ容器220CC

花王エッセンシャル 237 1.3 3.0 290 230
mi用

　粉石けん
2.4kg 884 5.7▲1.7 980 748

牛　　肉
すき焼用

中程度100e 356▲1.9▲5.1 400 255

& さけ 切り身100g 313 2.0 5.4 430 160

バレイショ 男　爵loog 17▲10.5▲15.0 30 13

キャベツ中玉約Us 120 4.3▲61.4 180 80

鶏　　卵
Ｍサイズパック入

10≪ 199 9.9▲7.9 228 155

食用油
日清サラダ法瓶入

1650k 729▲1.1 26.8 798 650

しよう油
キッコーマン濃口

瓶入2 I 537▲5.1▲1.8 580 498

砂　　糖上白1kg 261 1.2 1.2 278 238

小麦粉
日清小麦粉フラワー

l kg（薄力粉） 196▲4.4▲7.1 230 158
インスタント

　コーt ―

ネスカフェ黒ラベル

瓶入150 g 933▲5.2▲3.91.055 945

み　　そタヶヤミソlM 343 2.4 5.2 358 285

食／々ン
普通品１斤

(スライスしたもの) 156A3.1▲7.7 170 100

it ii代 ワイシャツ白の長そで
143 1.4 0.7 180 100

人
は
、
市
・
府
民
税
や
事
業
税
の

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、
里
劫
間
中
、
土
曜

日
も
平
t
Ｅ
Ｐ
Ｊ
＾
り
午
後
五
時
ま
で

営
け
付
け
て
い
ま
ｙ
。
ま
た
、
市

内
各
所
で
出
張
受
付
（
貝
程
は
二

月
十
一
日
号
の
市
政
だ
よ
り
に
掲

載
）
を
行
い
毒
了
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
（
市
民
税
課
）

　
農
業
委
員
会
委
員

　
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
昭
型
八
十
年
一
月
一
日
現
在
で

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を

調
整
し
ま
し
た
の
で
、
関
係
者
は

縦
覧
し
て
ｙ
ｙ
だ
さ
い
。

テ
レ
ビ
、
電
気
温
風
機
、
ホ
″

ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
オ
ル
ガ
ン
、

ガ
ス
炊
飯
器
、
湯
沸
か
し
器
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
、
ラ
ッ
ク
、
歩

行
器
、
ベ
ビ
ー
用
食
卓
な
ぺ

　
〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉
ベ
ッ
ド

各
種
、
げ
た
箱
．
い
ず
、
テ
・
‐
‘

ブ
ル
、
冷
蔵
庫
、
オ
ー
ブ
ン
ト

ー
ス
タ
ー
、
ラ
ジ
カ
セ
、
こ
た

つ
、
も
ち
つ
き
機
、
掃
除
機
、

エ
レ
ク
ト
ー
ン
、
琴
、
湯
沸
か

し
６
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
自
転

車
、
ベ
ビ
ー
用
品
、
卓
球
台
、

釣
り
具
、
健
康
器
、
ス
キ
ー
靴
、

あ
ん
ま
機
、
編
み
機
、
ミ
シ
ン
、

顕
微
鏡
、
ひ
な
人
形
、
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
、
犬
小
屋
な
ぺ

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

▲印は減

　
▼
縦
覧
期
間
・
：
２
月
2
3
E
出
～

３
月
９
日
出
、
午
前
８
時
半
～
午

後
５
時
（
土
・
日
曜
日
も
行
い
ま

す
）
▼
縦
覧
場
所
…
里
帑
役
所
。

　
こ
の
縦
覧
は
、
選
挙
人
の
登
録

漏
れ
か
防
戎
正
確
な
選
挙
人
名

簿
に
す
る
た
め
に
毎
年
行
ｐ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
選
挙
人
名
簿
に

漏
れ
、
誤
ひ
な
ど
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
場
合
、
該
当
す
る
選
挙
入

は
縦
覧
期
間
中
に
文
書
で
選
挙
管

地域別と産業別の両方の最低質金が同時に適用され

る鳩合は, ≪が高いほうの最低賃金が適用されます．

宇
治
市
少
年
少
女
合
唱

団 団
員
を
募
集

　
宇
治
市
教
育
委
員
会
で
は
、

宇
治
市
少
年
少
女
合
唱
団
第
七

　
名
作
映
画
鑑
賞
会

　
父
親
っ
て
＾
＞
＾
^
ｃ
.
.
ｒ
＾
H
J
:
在
な

ん
だ
る
コ
。
手
さ
ぐ
り
で
始
ま

っ
た
父
と
子
の
暮
ら
し
の
中
か

急
否
£
で
m
i
も
の
は
ト
ト
１
０

　
中
央
公
民
館
で
は
、
名
作
映

画
牽
と
お
し
て
い
ろ
い
ろ
な
問

題
に
接
し
て
み
よ
シ
と
、
今
回

は
外
国
の
家
庭
奎
題
材
に
し
た

映
画
叢
Ｉ
望
し
た
Ｊ

　
ご
家
族
零
つ
っ
て
鑑
賞
し
て

く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
９
日
出
。
第

１
回
上
映
は
午
後
３
時
か
ら
、

第
２
回
上
映
は
午
後
６
時
か
ら

▼
と
こ
ろ
・
：
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル
▼
申
１
　
込
み
・
・
・
２
月
2
1
日
か

ら
お
近
ぐ
の
公
民
館
へ
。
入
場

整
理
券
（
無
料
）
を
お
渡
し
し

毒
二
先
着

8
0
0
人
）
▼
上
映
作

品
・
・
・
「
ク
レ
イ
了
‐
・
ク
レ
イ

郷土史講座日程表

期
生
公
箔
Ｕ
柔
ｙ
。

　
▼
応
募
資
格
・
・
・
市
内
に
居
住

し
、
４
月
に
小
学
校
４
年
隼
乙

な
る
、
歌
に
情
熱
夕
痔
つ
男
子

・
女
子
▼
活
動
・
・
白
酒
王
曜
日

午
後
の
定
期
練
習
の
外
、
各
種

発
表
会
、
演
奏
会
へ
の
参
加
、

春
季
ハ
イ
キ
ン
グ
、
夏
季
合
宿

な
ど
▼
募
集
人
員
…
3
0
人
▼
募

集
期
間
・
・
・
３
月
１
日
廓
か
ら
８

日
吻
ま
で
（
先
着
順
）
Ｖ
申
し

込
み
・
問
い
＜
[
１
Ｑ
＼
…
社
会
教

育
課
（
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

マ
’
‐
」
　
キ
潤
ダ
ス
テ
ィ
ン
ー

ホ
フ
マ
ン
、
メ
リ
ル
ー
ズ
ド
リ

ー
ブ
。
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
郷
土
史
講
座

　
旧
巨
椋
池
な
の
ぐ
る
周
辺
の

移
り
変
わ
り
や
干
拓
田
の
未

来
像
に
つ
い
て
学
び
、
郷
土
に

つ
い
て
の
理
解
か
深
め
て
み
ま

せ
ん
か
。
▽
日
程
・
テ
ー
マ
・
：

左
表
▽
時
間
・
：
午
後
７
時
―
O
5

時
。
た
だ
し
最
終
日
は
午
前
９

時
～
正
午
▽
必
一
場
…
小
倉
公
民

館
▽
申
し
込
み
・
・
・
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

お
よ
び
「
郷
土
史
講
座
受
講
希

芦
と
書
い
て
、
２
月
召
昌

ま
で
に
小
倉
公
民
館
（
小
倉
町

寺
内
9
1
、
雲
⑩
4
6
8
7
）
へ
。

電
話
ま
た
は
来
館
で
の
申
し
込

み
も
膏
け
付
け
毒
ｙ
。

　
　
　
　
　
（
小
倉
公
民
館
）

月日
－
アーマ

講　師

3／1
(金)　巨

周椋
辺*

のの

人変
々遷
のと

暮
ら
し

小倉と
巨椋池

小倉公民館

運営審議会委員

小山一雄さん

3／8
倒

久御山と

巨椋池

久御山町史

編さん委貝

中務佐市さん

3/15
　倒

伏見南部と

巨r≫ 池

京都府立

西宇冶鳥等学杖教諭

山本　寿さん

3/29
吻

干拓田の未来像

巨椋池土地a良区

事務局長

山口　潔さん

3/31
(日)

大和街道を歩く

　(臨地学習)

京都府立

西宇治高等学校ll諭

山本　寿さん

420

京都府南部地域（京都市・亀

岡市以南）の最低賃金は、下
表で実施されています。

最低賃金が改定
京都府南部地区
最低賃金の件名

最低賃金額
効力発生年月日日　額 時間額

食料品製造業 3,727円 466円

59.12.31

繊　維　産　業
(な紗諧諧絆) 3,633円 455円

木材・木製品・家具・
装備品製造業

3,927円 491円

パルプ・紙・　　　紙加工品製造業
3,820円 478円

出版･印刷･同関連産業3,849円 482円

窯業・土石製品製造業3,939円 493円

機械・金属製品等製造
業及び自動車整備業

3,934円 492円

うち自動車整備業 3,921円 491円

うち電気関係の一定
の業務に従事ずる者

3,571円 447円

'?警≫
（賢?”）

卸売業 3,916円 490円

小売業 3,786円 474円

京都府南部地区最低賃金3,509円 439円 59.10.7

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

今
年
は
４
月
１
日
か
ら

市
・
府
民
税
の
申
告

　
　
３
月
1
5
日
ま
で

産
税
課
▼
不
服
の
申
し
出
・
・
・
評
価

額
な
ど
に
不
服
の
あ
る
人
は
、
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
申
し

出
る
こ
と
が
で
章
垂
ゐ
で
、
４

月
3
0
日
出
ま
で
に
文
書
で
資
産
税

課
へ
提
出
し
で
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
資
産
税
課
）

　
市
・
府
民
税
の
申
告

　
　
　
３
月
1
5
日
ま
で

　
市
・
府
民
税
の
申
告
は
三
月
十

五
日
串
ま
で
で
す
。
ま
だ
、
お
済

み
で
な
い
人
は
、
早
め
に
里
Ｉ
Ｕ

Ｖ
Ａ
／
だ
さ
い
。
な
お
、
所
得
税
の

確
定
申
告
書
名
貨
一
署
へ
提
出
し

た
人
、
ま
た
は
提
出
す
る
予
定
の

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

市営茶室「対鳳庵」

３月１日から開席

業
者
の
登
録
申
請

　
２
月
2
8
日
ま
で

理
委
員
会
に
異
議
を
申
し
出
る
こ

と
が
で
茫
乎
。
こ
の
期
間
か
過

ぎ
る
と
申
し
出
が
あ
っ
て
も
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

　
業
者
の
登
録
申
請

　
　
　
２
月
2
8
日
ま
で

　
市
で
は
、
昭
和
六
十
年
度
指
名

業
者
の
資
格
審
査
の
申
請
を
二
月

二
十
八
日
困
ま
で
受
け
付
け
て
い

乖
ｙ
。

　
工
事
、
測
量
と
コ
ン
サ
ル
業
務
、

物
品
と
役
務
な
ど
の
供
給
な
べ

市
と
の
取
引
を
希
望
ず
る
業
者
は

申
請
を
お
忘
れ
な
ぐ
。

　
　
　
　
　
　
（
管
財
契
約
課
）

　
就
職
支
度
金
の
支
給

　
▼
対
象
・
・
・
こ
の
春
、
中
学
校
・

就
職
支
度
金
の
支
給

国
民
年
金
保
険
料

所
得
控
除
の
対
象
に

高
等
学
校
を
卒
業
し
、
一
ヵ
月
以

内
に
就
職
す
る
人
で
七
の
就
職
に

必
要
な
費
用
の
支
出
が
困
難
な
人

▼
支
給
額
・
・
・
五
万
五
千
円
以
内
▼

申
し
込
み
…
３
月
1
6
日
出
ま
で
に

福
祉
事
務
所
襲
諌
へ
。
申
請
用

紙
は
社
会
課
に
あ
り
ま
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
）

　
国
民
年
金
保
険
料

　
所
得
控
除
の
対
象
に

　
昭
和
五
十
九
年
中
に
納
め
た
国

民
年
金
の
保
険
料
は
、
所
得
税
の

確
定
里
翠
ず
る
握
に
「
社
会
保

険
料
控
除
に
と
し
て
控
除
さ
れ
ま

す
。
対
象
と
な
る
の
は
、
本
人
の

保
険
料
の
外
、
家
族
の
分
を
納
め

た
場
合
は
そ
の
全
額
刄
ｙ
。
確
定

申
告
の
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
里
口

し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

名
作
映
画
鑑
賞
会

郷
土
史
講
座
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